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「
情
報
空
間
と
身
体
表
現
」
第
一
回
、
第
二
回 

資
料 

安
田
登
（
下
掛
宝
生
流
：
能
楽
師
） 

授
業
で
扱
う
テ
ー
マ 

【
１
】
情
報
空
間
と
し
て
の
土
地 

【
２
】
身
体
表
現
と
は 

【
３
】「
心
」
の
次
の
時
代 

授
業
に
つ
い
て
事
前
に
知
っ
て
お
い
て
ほ
し
い
こ
と 

・
私
は
「
学
者
」
で
は
な
く
「
役
者
」
な
の
で
学
問
的
な
こ
と
は
期
待
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。 

・
知
識
を
学
ぶ
の
で
は
な
く
、
学
び
方
を
と
も
に
学
ん
で
い
き
ま
す
。「
後
世
畏
る
べ
し
」（
論
語
） 

・「
質
問
」
は
注
意
し
て
く
だ
さ
い
（
説
明
し
ま
す
） 

・U
nity

（C#

を
含
む
）
や3DCG

ソ
フ
ト
、Adobe Aero
等
は
各
自
で
習
得
し
て
お
く
よ
う
に
（
課
題
に
必
要
） 

・
で
き
れ
ば
「Python

」
も 

 

・
古
文
、
漢
文
、
甲
骨
文
、
金
文
、
シ
ュ
メ
ー
ル
語
、
ヘ
ブ
ラ
イ
語
、
ギ
リ
シ
ャ
語
な
ど
を
し
ま
す 

・
お
互
い
に
時
間
を
無
駄
に
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。 

「
一
日
の 

身
命
は
貴
ぶ
べ
き
身
命
な
り
。
貴
ぶ
べ
き
形
骸
な
り
。
し
か
あ
れ
ば
一
日
を
徒
ら
に
使
う
こ
と
勿
れ
、
こ
の
一

日
は 

惜
む
べ
き
重
宝
な
り
、
尺
璧(

宝
玉)

の
価
値
に
擬
す
べ
か
ら
ず
、
驪
珠(

竜
の
真
珠)

に
換
う
る
こ
と
勿
れ
。
古
賢
惜

む
こ
と
身
命
よ
り
も
過
ぎ
た
り
。
静
に
念
う
べ
し
。
驪
珠
は
求
め
う
べ
く
、
尺
璧
は
得
る
こ
と
あ
ら
ん
。
一
生
百
歳
の
う
ち

の
一
日
は
、
一
度
失
わ
ば
再
び
得
る
こ
と
な
か
ら
ん
。
何
れ
の
善
巧
（
ぜ
ん
き
ょ
う
）
方
便
あ
り
て
か
過
ぎ
に
し
一
日
を
復

び
還
し
得
た
る
（
道
元
）」 

課
題 

【
課
題
】
左
の
両
方
を
提
出
す
る
。
片
方
の
場
合
、
そ
れ
が
突
出
し
て
い
れ
ば
及
第
点
を
与
え
る
。 

（
Ａ
）
作
品
課
題
：「
情
報
空
間
の
土
地
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
Ｖ
Ｒ
、
Ａ
Ｒ
な
ど
の
Ｘ
Ｒ
作
品
の
提
出 

（
例
）
バ
ー
チ
ャ
ルSNS cluster

（
ク
ラ
ス
タ
ー
）
内
に
「
バ
ー
チ
ャ
ル
京
都
」
を
作
る
。 

 
 
 
 

京
都
の
あ
る
地
点
に
行
く
と
古
典
的
な
情
報
が
表
示
さ
れ
る
よ
う
な
Ａ
Ｒ
作
品
を
作
る
。 

 
 
 
 

※
実
現
可
能
な
企
画
で
あ
れ
ば
期
末
終
了
時
に
完
成
し
て
い
な
く
て
も
可
。 

（
Ｂ
）
レ
ポ
ー
ト
課
題
：「
心
」
の
次
の
時
代
を
考
え
る
上
で
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
１
つ
選
び
、
そ
れ
に
つ
い
て
の
レ
ポ
ー
ト

を
書
く
。
そ
の
際
に
以
下
の
事
項
を
含
め
る
こ
と
。 

 
 
 

・
古
今
東
西
の
古
典 

・
最
新
の
知
見 

・
こ
れ
か
ら
の
社
会
に
お
い
て
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
意
義
が
あ
る
か 

 授
業
は
ど
の
よ
う
に
進
ん
で
い
く
か 

講
義
、
話
し
合
い
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク 

グ
ル
ー
プ
で
行
う
か
個
人
で
行
う
か
は
自
由
：
ひ
と
り
ひ
と
り
違
う
才
能 

 

※
『
人
格
系
と
発
達
系
』（
老
松
克
博
） 

「
道
同
じ
か
ら
ざ
れ
ば
相
為
に
謀
ら
ず
（
孔
子
）」 
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こ
こ
か
ら
今
日
の
授
業
の
テ
キ
ス
ト
で
す 

【
１
】
情
報
空
間
と
し
て
の
土
地 

・
能
の
物
語 

 
 
 

能
『
定
家
』 

 
 
 

前
シ
テ
：
里
女 

 

後
シ
テ
：
式
子
内
親
王
の
霊 

 
 
 

ワ
キ
：
北
国
方
か
ら
来
た
僧
侶 

 
 
 

「
玉
の
緒
よ
絶
え
な
ば
絶
え
ね
長
ら
へ
ば
忍
ぶ
る
こ
と
の
弱
り
も
ぞ
す
る
（
式
子
内
親
王
）」 

 

・
時
代
と
土
地
の
名 

・
土
地
命
名
神
話 

故
（
か
れ
）
是
を
以
ち
其
の
速
湏
佐
之
男
命
、
宮
を
造
作
る
べ
き
地
（
と
こ
ろ
）
を
出
雲
国
に
求
（
ま
）
ぎ
た
ま
ふ
。

尓
（
し
か
）
し
て
湏
賀
の
地
（
と
こ
ろ
）
に
到
り
坐
（
ま
）
し
て
詔
（
の
）
り
た
ま
は
く
、
「
吾
（
あ
れ
）
此
地
（
こ

こ
）
に
来
、
我
が
御
心
す
が
す
が
し
」
と
の
り
た
ま
ひ
て
、
其
地
（
そ
こ
）
に
宮
を
作
り
坐
（
い
ま
）
す
。
故
其
地
は
今

に
湏
賀
と
云
ふ
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

『
古
事
記
』
上
つ
巻 

・
道
行 

能
『
高
砂
』
よ
り 

高
砂
や 

こ
の
浦
舟
に
帆
を
あ
げ
て 

こ
の
浦
舟
に
帆
を
あ
げ
て 

月
も
ろ
と
も
に
出
汐
の 

波
の
淡
路
の
島
影
や 

遠
く
鳴
尾
の
沖
過
ぎ
て 

は
や
住
之
江
に
着
き
に
け
り 

は
や
住
之
江
に
着
き
に
け
り 

 

・
歌
枕
と
枕
詞 

 

・「
ま
く
ら
」
と
は 

 

・
枕
詞
と
「
エ
ピ
テ
ト
ン
（ἐπ

ίθ
ετο

ν

）」
と
「
興
」 

 
 

・
枕
詞
の
例 

 
 

・
エ
ピ
テ
ト
ン
：（
足
速
き
）
ア
キ
レ
ウ
ス
、（
牛
眼
の
）
ヘ
レ
ー
、（
翼
あ
る
）
言
葉
、（
空
洞
な
る
）
船 

 
 

 

・
歌
枕
：
圧
縮
さ
れ
た
記
憶
の
集
積
地→

解
凍
さ
れ
る
こ
と
を
待
っ
て
い
る
。 

 
 
 
 
 
 

解
凍
の
た
め
に
必
要
な
の
が
「
身
体
表
現
」 

 
 
 

・
能
因
法
師 

 
 

嵐
吹
く
三
室
の
山
の
も
み
ぢ
葉
は
龍
田
の
川
の
錦
な
り
け
り
（
百
人
一
首
） 

心
あ
ら
む
人
に
見
せ
ば
や
津
の
国
の
難
波
わ
た
り
の
春
の
け
し
き
を
（
後
拾
遺43

） 

都
を
ば
霞
と
と
も
に
立
ち
し
か
ど
秋
風
ぞ
吹
く
白
河
の
関
（
後
拾
遺51

8

） 

 

・
能
（
能
楽
）
や
『
お
く
の
ほ
そ
道
』 

 
 

 
 

・
歌
枕
に
は
「
情
緒
」
が
付
随
す
る
こ
と
が
（
よ
く
）
あ
る 
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【
２
】
身
体
表
現 

※
新
型
コ
ロ
ナ
下
で
は
あ
ま
り
で
き
な
い
か
も
知
れ
ま
せ
ん 

 

歌
枕
を
解
凍
す
る
た
め
の
身
体
表
現 

 

「
う
た
う
」、「
舞
う
」、「
歩
む
（
は
こ
ぶ
）」 

 

「
こ
こ
ろ
」
と
「
思
ひ
」 

 

「
か
ら
だ
」
と
「
身
」 

  

「
た
ま
し
ひ
」
と
「
息
」
＝
ル
ア
フ
と
プ
ネ
ウ
マ 

 
 

 
 【

３
】「
心
」
の
次
の
時
代 

●
な
ぜ
「
心
」
の
次
の
時
代
を
考
え
る
こ
と
が
必
要
な
の
か 

 

●
既
存
の
も
の
の
中
で
何
が
で
き
る
か
。 

未
知
な
も
の
と
し
て
何
が
考
え
ら
れ
る
か 

 

●
い
ま
は
ど
の
よ
う
な
時
代
な
の
か 

●
「
あ
わ
い
」
の
時
代 

●
『
ヘ
レ
ン
ケ
ラ
ー
自
伝
』 

●
文
字
が
で
き
て
か
ら
あ
ま
り
時
代
が
経
っ
て
い
な
い
時
代
に
書
か
れ
た
も
の
を
読
む 

 

温
故
而
知
新 

 
 

温
故 

  
 

知
新 

  
 

而 
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●
甲
骨
文
を
読
む 

 

壬 
 

申
（
日
付
）  

 
 

 

其 

 

  
 

 
 

 
 

 
 

于
（to

） 
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Ｂ）レポート課題： 

「心」の次の時代を考える上でのキーワードを１つ選びレポートを書く。以下の事項を含めること。 

   ・古今の東西の古典 

   ・最新の知見 

   ・これからの社会においてそれがどのような意義があるか 

 

●シュメール語 

・EPSD（シュメール語の辞書）「EPSD（小文字でも可）」で検索 

   http://psd.museum.upenn.edu/nepsd-frame.html 

・ETCSL（シュメール語文学）「ETCSL（小文字でも可）」で検索 

http://etcsl.orinst.ox.ac.uk/ 

 

●中国の古典 

・甲骨文字、金文を調べる「先秦甲骨金文簡牘詞彙庫」 

https://inscription.asdc.sinica.edu.tw/c_index.php →「全文檢索資料庫」 

・『大漢和辞典』（諸橋轍次）→図書館 

・『字通』『字源』（白川静）→図書館 ※面白いが、これだけ見ていると偏る 

・『漢字の起源』（加藤常賢）→図書館 ※こちらも参照のこと 

・五経『詩経』、『書経』、礼（『礼記』、『儀礼』、『周礼』）、（楽）、『易経』、『春秋（左氏伝）』 

・四書や史書など『論語』、『中庸』、『大学』、『孟子』、『史記』、『楚辞』など 

 

●西洋 

・『イーリアス』（ホメーロス：ギリシャ語） 

https://issuu.com/john_jackson/docs/iliad_interlinear_book_1 

http://www.perseus.tufts.edu/hopper/text?doc=Perseus:text:1999.01.0133 

・『OED（Oxford English Dictionary）』（英英辞書）→図書館 

・Etymology Dictionary（語源） https://www.etymonline.com/ 

 

●聖書（ユダヤ教） 

・『Strongest Strong's』（concordance）→図書館（使い方は授業でします） 

・『旧約聖書』（ヘブライ語） 「Hebrew bible interlinear」で検索 

 （例）https://biblehub.com/interlinear/ 

・『新約聖書』（ギリシャ語：コイネー） 「Greek bible interlinear」で検索 

  

●日本の古典 

・『古事記』、『日本書紀』等→図書館 

・『日本国語大辞典』、古語辞典、佛教語辞典など→図書館 

https://inscription.asdc.sinica.edu.tw/c_index.php
https://issuu.com/john_jackson/docs/iliad_interlinear_book_1
https://www.etymonline.com/
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「あわれみ（あはれ：compassion）」について考える 

●『新約聖書』（ギリシャ語：コイネー） 

 
 https://biblehub.com/interlinear/（以下、聖書関連はこちらからの引用） 

https://biblehub.com/interlinear/
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●ἐλεέω（エレエオー）         ●σπλαγχνίζομαι（スプランクニゾマイ） 
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『イーリアス』（ホメーロス）第１歌 

 

 

●スプランクナ 

 

（http://www.perseus.tufts.edu/hopper/text?doc=Perseus:text:1999.01.0133） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

http://www.perseus.tufts.edu/hopper/text?doc=Perseus:text:1999.01.0133
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●ヘブライ語 『旧約聖書』列王記 上 3:16～3:27 ソロモン王 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



10 

 

●シュメール語 

A hymn to Inana (Inana C)『イナンナの賛歌（Ｃ）』ETCSLtranslation : t.4.07.3 

251. a-nir niĝ2 gig-ga igi ma-lib la-ra-aḫ  si-il-am3-ta 

苦い嘆きが目覚めさせ ...... 不安 

252. arḫuš šag4-ne-ša4 igi bar-bar šag4 gur-ru giri17 šu ĝal2 za-a-kam 

慈悲、 同情、配慮、寛容、敬意はあなたのものであり、 

253. ud a ra-aḫ  KI.KAL ĝal2 da13-da13 ku10-ku10 zalag-ge-eš ĝar 

洪水を起こし、硬い地面を開き、暗闇を光に変える 

 

arhuš [WOMB] (45x: ED IIIb, Lagash II, Old Babylonian) wr. arhuš; arhuš2; arhuš5; arhuš6 

"membrane; afterbirth; womb; compassion" Akk. ipu; rîmu 

   

 

●古語（日本）「あはれ」 

 

あはれてふ言だになくは何をかは恋のみだれの束ね緒にせん 『古今和歌集』読み人知らず 

 

 

 

なぐさめし月にも果ては音ねをぞ泣く恋やむなしき空にみつらむ『続古今和歌集』顕昭 

 

 

「もののあはれ（本居宣長）」 

風雅の誠（芭蕉） 

西行のあはれ 

 

 

参考文献（例）：まずはここから 

『人間と機械のあいだ 心はどこにあるのか』（池上高志 、石黒浩）講談社 

 

『作って動かす ALife ―実装を通した人工生命モデル理論入門』オライリージャパン 

（岡瑞起、池上高志、ドミニク・チェン他） 

 

『自在化身体論―超感覚・超身体・変身・分身・合体が織りなす人類の未来』エヌ・ティー・エス 

    （稲見昌彦 , 北崎充晃他） 

 

『科学とはなにか 新しい科学論、いま必要な三つの視点 (ブルーバックス)』（佐倉統）講談社 


